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多新翅類は、昆虫類の中で最も系統学的議論の定まら
ないグループの一つである。最近発見されたカカトアル
キ目を含めた１１目からなる多新翅類は、系統進化、グラ
ウンドプランも描かれないままで、提出されてきている
高次系統のバラエティーは本群の系統学的理解の難しさ
を示している。このような中、最近、多新翅類のより正
しい理解を目指した、形態学的、分子進化学的試みが盛
んに行われるようになってきた。
一方、私たちはガロアムシ目、カカトアルキ目、シロ

アリモドキ目、ナナフシ目、ハサミムシ目などの多新翅
類昆虫の比較発生学的研究を行ってきている。この過程
で、ガロアムシ目とカカトアルキ目の姉妹群関係
（Machidaetal.,２００４;Tsutsumietal.,２００４;Uchifuneand
Machida,２００５;Uchifuneetal.,２００６）、シロアリモドキ目
とナナフシ目の姉妹群関係（Jintsuetal.,２００７）、ハサミ
ムシ目の貧新翅類との類縁（KusakariandMachida,
２００５）を示唆するデータを得てきた。もとより比較発生
学的方法は系統学的議論にたいへん有効であるというこ
ともあろうが、実際に多新翅類の系統学的議論に重要な
データが得られてきていることは、多新翅類のグラウン
ドプランの再構築に対する比較発生学的方法のポテン
シャルの高さを示しているのである。そして、さらに厳
密な検討を行いつつ対象目を広げることで、多新翅類の
系統学的議論を発展させることを目的に、「多新翅類比
較発生学プロジェクト」を下記のように計画する。

１．現在までに検討を行っている５目の発生学をさらに
充実させる。カカトアルキ目に関しては、南アフリ
カでの調査・採集を継続し、定常的な材料の確保に
努める。ハサミムシ目に関しては、ベーサルクレー
ドの情報が不可欠であり、南西諸島に産するドウボ
ソハサミムシ科Diplatyidaeドウボソハサミムシ
Diplatysflavicollis（Shiraki）、ムナボソハサミムシ科
PygidicranidaeムナボソハサミムシChalliafletcheri
（Burr）を材料に加えるべく、調査を継続する。

２．シロアリモドキ目とナナフシ目の発生過程に認めら
れる重要な相違に関して、系統学的説明を行うこと
により、多新翅類の比較発生学における形質の再評

価を試みる。ここにおいてナナフシ目のベーサル
クレードからの情報は不可欠で、北米西海岸地域
に産するTimematodea、アンデス山系に産する
Agathemorodeaを材料に加えるべく、交渉を継続す
る。

３．シロアリ目、ゴキブリ目、カマキリ目からなる網翅
類の単系統性は定まっているようにみえるものの、
比較発生学的にはこれら３目に重要で明らかな差異
がある。この理解、説明は多新翅類の比較発生学に
おける形質再評価にとってきわめて重要である。
カマキリ目についてはオオカマキリTenodera
aridifolia（Stoll）の発生の検討を開始している。シ
ロアリ目、ゴキブリ目に関しては、ベーサルクレー
ドの知見を得るべく、熱帯に生息するムカシシロア
リ科Mastotermitidaeの確保を目指すとともに、南
西諸島に産するムカシゴキブリ科Homeogamiidae
のルリゴキブリEucorydiayasumatsuiAsahinaおよび
ツチカメゴキブリHolocompsanitidula（Fabricius）
の調査を継続する。
ゴキブリ目に関しては、チャバネゴキブリ
Blattellagermanica（Linnaeus）と ク ロ ゴ キ ブ リ
Periplanetafulliginosa（Serville）（=Blattaorientalis
Rehn）で胚運動に大きな違いのあることが古くか
ら知られている（Wheeler,１８８９;Heymons,１８９５）。
これは、比較発生学における胚運動の意義づけにも
関わる重要な問題で、検討を開始している。

４．貧新翅類のベーサルクレードと目されるラクダムシ
類の発生学的検討（TsutsumiandMachida,２００６）を
さらに進め、ハサミムシ目と貧新翅類との関連を検
証する。

５．バッタ目の胚発生はグラウンドプランを見出せない
ほどのバラエティーをもつ。これをどうにかしなけ
ればならない。また、カワゲラ目の発生学も必要に
応じ再検討すべきである。

６．ジュズヒゲムシ目はふつう多新翅類の一員とされる
が、その類縁に関しては諸説があるだけでなく、と
きに準新翅類に含めるとの見解さえある（cf.
YoshizawaandJohnson,２００５）。ぜひともその発生学
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に先鞭をつけるべきであり、発生学的知見は間違い
なく本目の所属を明らかにするであろう。現在その
入手を目指して交渉中である。
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